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本日ここに、令和５年１２月定例月
ていれいづき

議会
ぎ か い

の開会にあたり、

議員の皆様方には、ご参集を賜
たまわ

り、厚くお礼申しあげます。 

 

 議案の説明に先立ち、近況についてお話しさせていただ

きます。 

 

 まず、去る１５日に、初代長浜市長としてご活躍頂いた、

川島信也
の ぶ や

元市長がお亡くなりになられました。川島元市長

は旧長浜市長から含めて通算３期をお勤めになられ、在任

中に数々の功績を残されました。申し上げると枚挙に暇
いとま

が

ございませんが、代表的なご功績を改めて申し上げますと、

平成３年１１月に長浜市長に就任され、滋賀県立長浜ドー

ム等の立地にご尽力をされ、本市の教育、産業の発展に大

いに寄与されました。また、当地域の悲願でありました長

浜バイオ大学の誘致にも積極的に取り組まれ、長浜バイオ

大学を核とした、「長浜サイエンスパーク」の整備にもご

尽力いただきました。そして、最大のご功績は、私が申し

上げるまでもなく、現在の長浜市誕生のための市町
し ま ち

合併に、

心血を注ぎ取り組まれたことです。 
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最終的には９市町
し ま ち

が関連し、県内でも最大規模の市町
し ま ち

合

併を実現されたことは、川島元市長の、強力なリーダーシ

ップの賜物であり、余人を以って代え難い、ご功績である

と感じております。 

まずは、川島元市長のご冥福を、議員の皆さまと共に心

からお祈りいたします。 

そして、川島元市長をはじめとする、これまで当地の

市政、町政を担われた市町
し ま ち

の首長様、議会議員の皆様の、

５０年或いは１００年後という将来を見据えられた、

９市町
し ま ち

合併のご決断を、いままさに実効あるものに変えて

いく、すなわち、９市町
し ま ち

合併により成立した、新しい長浜

市を真に１つの長浜市にしていく時期であるとの思いを、

さらに強くしております。 

川島元市長のご功績の成果を受け継ぎながら、現在、

市政を預かるものとして、市政の更なる発展に向けて粉骨

砕身の努力で、引き続き取り組んでまいりたいと思います

ので、議員各位のご協力を賜りたいと存じます。 

 

続きまして、病院再編について申し上げます。 
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先の９月定例月議会にて申し上げました通り、県北の健

康医療都市を実現することを目指し、日本赤十字社と協議

を進めながら、指定管理者制度によるマグネット病院群の

運営という方針を示させていただいた通りです。 

その方針を進めるべく、現在、日本赤十字社との交渉の

準備段階に入っております。日本赤十字社との交渉にあた

っては、市、市立長浜病院、長浜市立湖北病院が一体とな

って進める必要があります。そのための準備を進めていま

す。 

医師の働き方改革の施行については、あと４か月に迫っ

てまいりました。これまで何度も申し上げてきましたが、

医師の働き方改革と地域医療水準を両立するためには、診

療科の再編を行うしかありません。そして、その診療科再

編を進めるためには、病院経営の再編を同時に進めるしか

ありません。もう何年も以前より診療科再編の必要性が叫

ばれておりながら、それが実現に至らなかったのは、経営

一体化の協議が進まなかったからに他なりません。 

診療科の再編と経営の一体化、これを両輪として進めて

いく必要性を改めてこの場で訴えさせていただきます。 
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なお、診療科の再編のみを進めるべしとの主張がありま

すが、この場合、診療科が集約された病院は生き残り、集

約されなかった病院は経営困難になるという意見もあるよ

うです。しかしながら、こうした次第になれば、長浜の地

域医療は崩壊してしまいます。３病院の存続を前提にしな

がら、診療科の一体化をするためには、やはり経営一体化

がセットなのです。 

今の地域医療を止めないため、そして、５０年１００年

後の市民の医療を守るため、我々も市町
し ま ち

合併を決断されて

きた先輩諸氏と同様、決断、そして実行に移す時が今、や

ってきております。 

請願をはじめとして、一部、異論があることは十分に承

知しております。ただ、将来の長浜市のため、圏域の医療

を守るため、これらの方々とも十二分に話し合いを進めて

参りたいと思っておりますので、議員各位のご協力をお願

いいたします。 

 

 続いて「長浜４５０年祭」についてです。今年４月にオ

ープニングイベントを実施し、その後、市内各所において
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様々なイベントを開催しました。時間の都合上全ての催し

を読み上げるわけにはいきませんが、まさに枚挙に暇がな

いほどの開催でした。それぞれの催しに、地域を支える皆

さんの力が結集し、どれも大きな賑わいを見せていました。

先日も、当初、シークレットイベントとしておりました、

余呉湖におけるプレミアム花火が実施され、今後の予定と

しては１２月２日の「８本目の槍」の作者で直木賞作家の

今村翔吾さんの講演会と、１０日の「シビックプライドを

育むつどい」、そして、１６日のフィナーレイベントの開

催をもってロングランでつないできたフェスティバルもこ

れで一区切りとはなります。しかしながら、今年度ネット

ワーク化した各地域の催し、そしてそれを支える市民力を、

市域全体の活力に昇華させるべく、次年度は、賑わいのプ

ラットフォーム化を行う時期に当たると考えています。 

これは祭りのプロモーションを統一的に行い、旅行業者

等に祭りのまとまった情報を提供して、観光誘客を図るな

ど、祭り間の連携を強めて、後継者不足に対応すること、

さらには、祭りの将来像を作っていく等の役割があります。
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そしてその活動を通じて、シビックプライドをより大きな

ものヘと育んでいくことを期待しています。 

 

 北部地域の振興、南長浜地域の活性化、長浜バイオ大学の

包括的改革についても、それぞれ民間の力を最大限活用し、

市域全体の活性化につながるよう、引き続き関係機関との

協議を進めて参ります。どの施策も、人口減少や少子高齢

化を背景に３０年から５０年に一度の大転換期に差し掛か

っていることに関係しています。乗り越えるべき局面は数

多くありますが、問題を先送りにせず、課題に真正面から

取り組み、着実に改革の歩みを進めて参りますので、引き

続きご協力の程、宜しくお願いいたします。 

  

 

それでは、提案いたしました議案につきまして、ご説明

申しあげます。 

議案第７３号から議案第７７号までは、補正予算であり

ます。 

議案第７３号は、一般会計の補正予算で、総額１４億 
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６４０万余
よ

円の追加補正であります。 

その内容としましては、まず、原油価格・物価高騰対策

として、保育所や学校等における給食材料費の高騰に伴う

民間園への補助の増額や、学校給食センターの 賄
まかない

材料費
ざいりょうひ

の追加のほか、指定管理施設における光熱費の高騰に伴う

指定管理料の追加を行うため、所要の額を計上しておりま

す。 

そのほか、主なものとしましては、総務費では、ふるさ

と寄附金の増加に伴う基金積立金の追加や、地方バス路線

維持費補助金及びデマンドタクシー運行補助金を追加計上

しております。 

民生費では、子ども医療費の増加に伴う扶助費や県制度

拡充に伴うシステム改修等の事務費を追加計上しておりま

す。 

土木費では、スマートインター整備事業の負担金を追加

計上するとともに、田村駅東口駅前広場及び駐車場整備工

事について、今年度支払い分の予算を計上しております。 

消防費では、湖北地域消防組合の消防署所
しょしょ

庁舎整備事業

に対する負担金を計上しております。 
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教育費では、令和６年６月に開催する国スポ柔道競技リ

ハーサル大会について、適正な準備期間を確保して大会を

円滑に実施するため、今回、会場設営等に必要な予算を計

上しております。 

そのほか、人事院勧告を踏まえた給与改定や職員の異動

等に伴い、人件費について所要の予算措置を講じておりま

す。 

また、事業の進捗状況を踏まえ、翌年度に繰り越す必要

がある事業について、繰越明許費を設定するとともに、公
おおやけ

の施設の指定管理料について、債務負担行為を設定してお

ります。 

以上の財源としまして、国庫・県支出金、寄附金、基金

繰入金、繰越金、市債等を充て、収支の均衡を図っており

ます。 

議案第７４号は、介護保険特別会計の補正予算で、令和

６年４月に行われる介護報酬の改定に伴うシステム改修と、

過年度分の国県交付金の返還を行うものであります。 

議案第７５号は、農業集落排水事業特別会計の補正予算

で、消費税の執行見込額の増加等に伴い、所要の予算措置
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を講じるものです。 

議案第７６号は、病院事業会計の補正予算で、診療材料

費を追加するほか、人事院勧告に伴う給与改定等により、

人件費を追加するものです。 

議案第７７号は、公共下水道事業会計の補正予算で、企

業債の支払利息の増加等に伴い、所要の予算措置を講じる

ものです。 

 

次に、議案第７８号から議案第９２号までは、条例の改

正及び廃止であります。 

議案第７８号は、職員の計画的な休暇取得を促進するた

め、年次有給休暇の付与基準を、暦年
れきねん

単位から年度単位に

改めるものです。 

議案第７９号及び議案第８０号は、令和５年の国家公務

員の給与改定に関する人事院勧告を踏まえ、特別職及び一

般職等の給与改定を行うものです。 

議案第８１号は、健康保険法等の改正に伴い、国民健康

保険被保険者の産前産後の期間に相当する保険料を免除す

るため、所要の改正を行うものです。 
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議案第８２号は、重度心身障害者・老人福祉医療費助成

事業に係る県制度の見直しに伴い、本市の精神しょうがい

者の医療費助成を拡充するものです。 

議案第８３号は、附属機関として設置している児童発達

支援センター及びこども療育センター療育検討委員会につ

いて、センターの運営に関する助言等を行う懇談会として

の位置づけに改めるものです。 

議案第８４号は、文化ホールの休館日を指定曜日に固定

することで、適切な施設管理を行うとともに、利用者にわ

かりやすく利用しやすい施設となるよう、所要の改正を行

うものです。 

議案第８５号及び議案第８６号は、長浜城歴史博物館及

び曳山博物館の休館日を設けることで、適切な施設管理や

資料保護を行い、来館者によりよいサービスを提供できよ

う、所要の改正を行うものです。 

議案第８７号は、スポーツ施設の休業日を指定曜日に固

定することで、適切な施設管理を行うとともに、利用者に

わかりやすく利用しやすい施設となるよう、所要の改正を

行うものです。 
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議案第８８号は、子ども家庭庁の発足による関係法令の

改正等に伴い、所要の改正を行うものです。 

議案第８９号は、健康保険証の廃止が予定されているこ

とから、マイナンバーを利用した医療保険資格の確認がで

きるよう、マイナンバーの独自利用事務として、新たに精

神障害者医療費助成及び子ども医療費助成に関する事務を、

本市条例に追加するものです。 

議案第９０号は、農業委員が農地利用最適化推進委員を

兼ねて、一体的に農地の利用最適化などに取り組む体制を

整えるため、所要の改正を行うものです。 

議案第９１号は、子育て世代の負担軽減と子育てしやす

い環境づくりに向け、県の制度拡充にあわせて、子ども医

療費の助成対象を、現在の小中学生に加え、高校生世代ま

で拡大するものです。 

議案第９２号は、令和６年４月から民営化を予定してい

た一麦保育園について、運営移管先法人の辞退に伴い、引

き続き令和６年度も市が運営を行うことから、施行前の一

部改正条例を廃止するものです。 
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議案第９３号から議案第１１２号は、事件議案でありま

す。 

議案第９３号及び議案第９４号は、本年８月に財政計画

を改定したことに伴い、新市まちづくり計画及び合併基本

計画の変更を行うものです。 

議案第９５号は、神照小学校北校舎長寿命化改修工事に

ついて、過日執行いたしました一般競争入札により、３億  

１,７９０万円で、長浜市八幡東町２３７番地 株式会社材
ざい

信
のぶ

工務店 代表取締役 伊藤
い と う

 浩
ひろし

 氏との間で契約を締

結することについて、地方自治法等
とう

の規定により議会の議

決をお願いするものです。 

議案第９６号は、田村駅東口駅前広場整備工事について、

過日執行いたしました一般競争入札により、２億２,２４２

万円で、長浜市加納町３９４番地 株式会社明
めい

豊
ほう

建設 代

表取締役 山田
や ま だ

 浩之
ひろゆき

 氏との間で契約を締結することに

ついて、地方自治法等
とう

の規定により議会の議決をお願いす

るものです。 

議案第９７号から議案第１１１号は、 公
おおやけ

の施設の指定

管理者を指定することについて、地方自治法の規定により
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議会の議決をお願いするものです。 

議案第１１２号は、高月町高月に所在する墓地等の財産

を、認可地縁団体 高月自治会に無償譲渡することについ

て、地方自治法の規定により、議会の議決をお願いするも

のです。 

 

以上、本日ご提案申しあげました諸議案につきまして、

なにとぞ、慎重なるご審議の上、ご議決を賜りますようよ

ろしくお願い申しあげます。 


